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【公開番号】特開2011-35814(P2011-35814A)
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【出願番号】特願2009-182350(P2009-182350)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/01     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/391    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   7/01    　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６５０Ｊ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３２Ｃ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６６０Ｗ
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５１０Ｍ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５２０Ｖ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月3日(2012.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される映像信号の連続する２つのフレームの間に挿入する補間フレームの画像を生
成する映像信号処理装置であって、
　前記２つのフレームのうちの前フレームの画像を分割して得られるブロックと、該ブロ
ックの位置に対して所定のサーチ範囲内のシフト量で表される相対位置にある後フレーム
のブロックと、の対応する画素値どうしの差分絶対値の該ブロックの全体にわたる総和で
ある差分絶対値和を、該サーチ範囲内のシフト量毎に算出する算出手段と、
　前記算出手段により算出される差分絶対値和が極小となる前記サーチ範囲内のシフト量
に基づいて、前記前フレームのブロックと前記後フレームのブロックとの間の画像の動き
を表す動きベクトルを検出する動きベクトル検出手段と、
　前記算出手段により算出される差分絶対値和が極小となるシフト量が前記サーチ範囲内
に複数ある場合に、前記動きベクトル検出手段により検出される前記動きベクトルは信頼
性が低いと判定する判定手段と、
　前記判定手段による判定結果に基づいて前記補間フレームの画像を生成する生成手段と
、
　を備えることを特徴とする映像信号処理装置。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記前フレームを構成する複数のブロックのうちに、動きベクトルの
信頼性が低いと判定されたブロックが所定割合以上ある場合、前記前フレームの画像又は
前記後フレームの画像のいずれかを前記補間フレームの画像とし、そうでない場合、前記
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動きベクトル検出手段により検出される動きベクトル、前記前フレームの画像及び前記後
フレームの画像に基づいて前記補間フレームの画像を生成することを特徴とする請求項１
に記載の映像信号処理装置。
【請求項３】
　前記判定手段は、前記算出手段により算出される差分絶対値和が極小かつ所定の閾値以
下となるシフト量が前記サーチ範囲内に２以上ある場合に、動きベクトルの信頼性は低い
と判定することを特徴とする請求項１又は２に記載の映像信号処理装置。
【請求項４】
　前記判定手段は、前記算出手段により算出される差分絶対値和の極小値のうち前記サー
チ範囲内で２番目に小さい極小値が所定の閾値以下である場合に、動きベクトルの信頼性
は低いと判定することを特徴とする請求項１又は２に記載の映像信号処理装置。
【請求項５】
　前記算出手段により算出される差分絶対値和の極小値の前記サーチ範囲内での最小値に
基づいて前記閾値を設定する設定手段を更に備えることを特徴とする請求項３又は４に記
載の映像信号処理装置。
【請求項６】
　前記算出手段により算出される差分絶対値和の前記サーチ範囲内での最大値と、前記算
出手段により算出される差分絶対値和の極小値の前記サーチ範囲内での最小値と、に基づ
いて前記閾値を設定する設定手段を更に備えることを特徴とする請求項３又は４に記載の
映像信号処理装置。
【請求項７】
　前記算出手段により算出される差分絶対値和の前記サーチ範囲内での平均値と、前記算
出手段により算出される差分絶対値和の極小値の前記サーチ範囲内での最小値と、に基づ
いて前記閾値を設定する設定手段を更に備えることを特徴とする請求項３又は４に記載の
映像信号処理装置。
【請求項８】
　入力される映像信号の連続する２つのフレームの間に挿入する補間フレームの画像を生
成する映像信号処理方法であって、
　映像信号を入力する工程と、
前記入力される映像信号の連続する２つのフレームのうちの前フレームの画像を分割して
得られるブロックと、該ブロックの位置に対して所定のサーチ範囲内のシフト量で表され
る相対位置にある後フレームのブロックと、の対応する画素値どうしの差分絶対値の該ブ
ロックの全体にわたる総和である差分絶対値和を、該サーチ範囲内のシフト量毎に算出す
る算出工程と、
　前記算出工程により算出される差分絶対値和が極小となる前記サーチ範囲内のシフト量
に基づいて、前記前フレームのブロックと前記後フレームのブロックとの間の画像の動き
を表す動きベクトルを検出する動きベクトル検出工程と、
　前記算出工程により算出される差分絶対値和が極小となるシフト量が前記サーチ範囲内
に複数ある場合に、前記動きベクトル検出工程により検出される前記動きベクトルは信頼
性が低いと判定する判定工程と、
　前記判定工程による判定結果に基づいて前記補間フレームの画像を生成する生成工程と
、
　を有することを特徴とする映像信号処理方法。
【請求項９】
　前記生成工程では、前記前フレームを構成する複数のブロックのうちに、動きベクトル
の信頼性は低いと判定されたブロックが所定割合以上ある場合、前記前フレームの画像又
は前記後フレームの画像のいずれかを前記補間フレームの画像とし、そうでない場合、前
記動きベクトル検出工程により検出される動きベクトル、前記前フレームの画像及び前記
後フレームの画像に基づいて前記補間フレームの画像を生成することを特徴とする請求項
８に記載の映像信号処理方法。
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【請求項１０】
　前記判定工程では、前記算出工程により算出される差分絶対値和が極小かつ所定の閾値
以下となるシフト量が前記サーチ範囲内に２以上ある場合に、動きベクトルの信頼性は低
いと判定することを特徴とする請求項８又は９に記載の映像信号処理方法。
【請求項１１】
　前記判定工程では、前記算出工程により算出される差分絶対値和の極小値のうち前記サ
ーチ範囲内で２番目に小さい極小値が所定の閾値以下である場合に、動きベクトルの信頼
性は低いと判定することを特徴とする請求項８又は９に記載の映像信号処理方法。
【請求項１２】
　前記算出工程により算出される差分絶対値和の極小値の前記サーチ範囲内での最小値に
基づいて前記閾値を設定する設定工程を更に有することを特徴とする請求項１０又は１１
に記載の映像信号処理方法。
【請求項１３】
　前記算出工程により算出される差分絶対値和の前記サーチ範囲内での最大値と、前記算
出工程により算出される差分絶対値和の極小値の前記サーチ範囲内での最小値と、に基づ
いて前記閾値を設定する設定工程を更に有することを特徴とする請求項１０又は１１に記
載の映像信号処理方法。
【請求項１４】
　前記算出工程により算出される差分絶対値和の前記サーチ範囲内での平均値と、前記算
出工程により算出される差分絶対値和の極小値の前記サーチ範囲内での最小値と、に基づ
いて前記閾値を設定する設定工程を更に有することを特徴とする請求項１０又は１１に記
載の映像信号処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
本発明に係る映像信号処理装置は、
入力される映像信号の連続する２つのフレームの間に挿入する補間フレームの画像を生成
する映像信号処理装置であって、
前記２つのフレームのうちの前フレームの画像を分割して得られるブロックと、該ブロッ
クの位置に対して所定のサーチ範囲内のシフト量で表される相対位置にある後フレームの
ブロックと、の対応する画素値どうしの差分絶対値の該ブロックの全体にわたる総和であ
る差分絶対値和を、該サーチ範囲内のシフト量毎に算出する算出手段と、
前記算出手段により算出される差分絶対値和が極小となる前記サーチ範囲内のシフト量に
基づいて、前記前フレームのブロックと前記後フレームのブロックとの間の画像の動きを
表す動きベクトルを検出する動きベクトル検出手段と、
前記算出手段により算出される差分絶対値和が極小となるシフト量が前記サーチ範囲内に
複数ある場合に、前記動きベクトル検出手段により検出される前記動きベクトルは信頼性
が低いと判定する判定手段と、
前記判定手段による判定結果に基づいて前記補間フレームの画像を生成する生成手段と、
を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
また、本発明に係る映像信号処理方法は、
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入力される映像信号の連続する２つのフレームの間に挿入する補間フレームの画像を生成
する映像信号処理方法であって、
映像信号を入力する工程と、
前記入力される映像信号の連続する２つのフレームのうちの前フレームの画像を分割して
得られるブロックと、該ブロックの位置に対して所定のサーチ範囲内のシフト量で表され
る相対位置にある後フレームのブロックと、の対応する画素値どうしの差分絶対値の該ブ
ロックの全体にわたる総和である差分絶対値和を、該サーチ範囲内のシフト量毎に算出す
る算出工程と、
前記算出工程により算出される差分絶対値和が極小となる前記サーチ範囲内のシフト量に
基づいて、前記前フレームのブロックと前記後フレームのブロックとの間の画像の動きを
表す動きベクトルを検出する動きベクトル検出工程と、
前記算出工程により算出される差分絶対値和が極小となるシフト量が前記サーチ範囲内に
複数ある場合に、前記動きベクトル検出工程により検出される前記動きベクトルは信頼性
が低いと判定する判定工程と、
前記判定工程による判定結果に基づいて前記補間フレームの画像を生成する生成工程と、
を有することを特徴とする。
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